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Relationship　between　sedimentary 　basins　on 　the　shelf 　area 　in　the

　　　 East　China 　Sea　and 　the　Central　Kyushu 　Rift　Valley

Hakuyu 　OKADA
＊

Abstract 　The 　Central　Kyushu 　Rift　Valley　 origina ！ly　proposed 　by　Matsumoto （1979） as 　the 　Beppu −

Shimabara 　Graben ，　 is　closely 　related 　to　the　Okinawa 　Trough 　in　origin 　and 　deve更oplnent ，
　but　apparently

bears　no 　relation 　to　any 　sedimentary 　basins　on 　the　East　China　Soa　shelf 　area ．　However ，　geologic　and 　tec−

tonic　features　of 　the　basement 　of 　the　Central　Rift　Valley　show 　many 　common 　characters 　with 　these　of 　the

East　China　Sea　as 　well 　as 　of　the　Korean 　Peninsula ．

　　The 　most 　characteristic 　features　of 　the 　basement 　geology 　are 　that
， （1）pre−Miocene 　sedimentary 　ba−

sins 　are 　developed　in　close 　relation 　to　maj 　or 　faults　which 　are 　arranged 　in　parallel　to　each 　other ，　 and （2）

these　basins　show 　a　half−graben 　structure 　with 　sou 七heastward −til七ed 　basemen むand 　a 　depocenter　along 　the

fault．　These 　features　also 　charaeterize 　most 　of 　Late 　Mesozoic 　to　O工igoeene　basins　in　the　East 　China 　Sea

and 　the　southern 　Korean 　Peninsula ，　 They 　are 　almos 七always 　closely 　associated 　with 　strike −slip　fau工ts．

　　Therefore ，　 these　structures 　played 　a 　malor 　role 　as 　a　precursor 　for　initiating　the 　graben 　structure 　 of

the　Central　Kyushu 　Rift　Va 王！ey ，　 which 　started 　in　the　early 　Mioeene 　time ．

Kebl ω or （ls ： Central　Kyushu 　Rift　Valley
，
　Beppu −Shirnabara 　Graben ，　Okinawa 　Trough

，
　East 　China 　Sea

Shelf　Basin，　half−graben ，　Oi七a −Kumamoto 　Tectonic　Line，　pre −Mioce且e　basement

は　 じ　 め　 に

　九州中部地方を東西 に横断す る地 溝状 の 構造 が，延長

約 200km ，幅 20〜30km に わ た り追跡 さ れ る こ とが 松

本 （1979） に よ っ て 指摘 され
， 松本 （1979）は この 構造

を 「別府島原地溝」と呼ん だ．こ の 構造 の 広域地質学 的

重要性 に 鑑 み ，Okada （1991） は こ れ を
“Central

Kyushu 　Rift　Valley”（中部九州地 溝）と呼ぶ こ と を

提唱 した （Fig．1）．本論文 で もい わ ゆ る 別府島原 地 溝

を 中部九 州地 溝 と呼ぶ ，

　 こ の 地溝状構造 の 位置が沖縄 トラ フ の 延長線上 にあ る

こ とは既 に Emery 　et α 1．（1969），　 Wageman 　 et　 al ．

（1970）な どに よ っ て 指摘 され て い た が
，

中 部 九 州 地 溝

の 存在 が 明確 に されて 以 来，本構造 と沖縄 トラ フ と の 成

因お よび 発達上 の 密接 な 関係 が多くの 研究者 に よ っ て 支

持 され て き た （例 えば，Nash ，1979； 木村 ，
1983；小林 ・

1992年 10月 16日受付，1992年 11月 10日受理．
＊ 九 州大学 理 学 部地 球惑 星 科学 教 室　Department　 of 　Earth

　and 　Planetary　Science，　 Kyushu 　University，　 Fukuoka 　812，
　Japan

中村，1983； 多田；1984，な ど 〉． 最近，こ の 考え方 に

異論を唱える説 も出 され て い る が （佃，1992），東 シ ナ

海東北 部海域 の 海底構造資料で は 中部九州地溝と沖縄 ト

ラ フ の 構造的 連続性 が よ く示 され て い る （例 え ば，桂 ，

1992）．しか し
， 現 在 は 中部 九 州 地 溝が 東 シ ナ 海大陸棚

地域 とい かなる 地 質学的関係があ るか は 明確で ない ．そ

こ で ，小論 で は，東 シ ナ海大陸棚上 の 堆積盆地 と 中部九

州地溝との 造構的関 係 につ い て考察して み た い ，

中部九州地溝 の 地 質学的位置づ け

1．中部九州地溝 の構造

　松本 （1979）は，中部九州地域が 特異な重力異常分布

を示 す こ と
，
基 盤 地 質 系統 に 先 中新 統 を欠 くこ と

， 活 断

層分布 と地殻変形，後期新生 代火山地質な どの 特徴から，

別府か ら 阿蘇，熊本 を経 て 島原半島に 抜け る 大規模 な 陥

没構造 を推定 して
，

こ れ を 別府島原 地 溝 と呼ぶ こ と を提

唱した．松本 （1979）は 更 に，構造的な不連続が九州 中

部 の 森，九重東方，熊本市東方 に認 め られ る こ と か ら，

こ れ ら不連続点を境 に，本地溝を別府 地溝 ，
阿 蘇

一九 重

地溝，島原 一熊本地溝 の 3節に 区分す る と と もに．全 体

N 工工
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の 地溝形成時期を 中新世第 1瀬戸内期直前 と考えた．

　本地 溝域 は，常 に 負 の 重力異常値 の 中心 が 東北 東 〜西

南西方向 に配列す る こ と （久保寺ほ か
，
1976； 駒沢

・
鎌

田，1985），鮮新世〜更新世 の 豊肥 火 山岩類 と 更新世
一

最 新世 の 由布 ・鶴 見
・九 重 ・阿蘇 ・島原火 山岩類 が 集積

して い る こ と （鎌田，1985a，b； 鎌 田 ・渡辺 ，1985； 松

本，1987）か ら火山構造性大陥没 地 帯 とみ な さ れ る （駒

沢
・
鎌田 ，

1985；Kamata ，
1989），その 構造上 の 位置 は

Fig ．2 に示す通 りで ある，地溝南縁 は右横ずれの大分一

熊本構造線 で 画 さ れ て い る （千田，1991； 鎌 田 ，
1992｝

鎌 E日 ・小 玉 ，1992）．北縁 に つ い て は
， 東端が 別府 湾

（別府東）地溝と由布院 （別府西）地溝 の 北縁 が松 山
一

伊万里構造線 と重なっ て い る （千田，1991）が，そ れ よ

り西方 で は地溝縁が不明確 で あ る．最近 の 別府地溝 の 研

究 に よ れ ば
，

別 府湾域 に も地 溝 構 造 の 延 長 が 認め ら れ る

ほ か （千田，1992； 竹村 ほ か ，1992＞，別府〜九重地溝 の

南北断面 は half−graben 構造を示す こ とが 明 らか に さ

れた （駒沢 ・鎌田，1985＞．中部九州地溝最西端部 の 島

原 半島は 中央部 を東西 に横切 る 千 々 石断層 と布津 ・金浜

断層 に よ り明瞭 な 雲仙 地 溝 を 形 成 し て い る （太 田 ，

1973，1987）。別府地溝や 島原地溝 に 代表さ れ る ように，

本地溝は外側から中心 へ 向 か っ て 階段状 の 小陥没構造を

示 して い る （駒沢
・鎌田 ，

1885）。

　更 に本 地 溝 の 鹸方延長 と して ，天草灘地溝が推定 され

て お り （松本，1979），桂 （1992＞ は 九州 西 域 の 海底 構

造 の 解析 で そ の 延長構造の 存在 を示 した．また，本構造

帯 の 東方延長 は 瀬 芦 内沈降帯 に 連続 す る こ と が 首藤

（1970）に よ っ て 示唆 さ れ て い た （Fig ．1）．

2．基盤地質 との 関係

　久保寺 ほ か （1976）や 駒沢 ・鎌 田 （1985）に よ っ て 示

さ れ た 重力異常図 か ら明 らか な よ うに本地溝 は 大規模 な

陥没構造を呈 して い る，その 構 造帯の 両縁 は，既 に 述 べ

た よ うに ，
一

般 に 南縁 が 明瞭な断層線または 構造線 に よ っ

て 画 され て い るの に対 し，北縁 は不明確で あ る．地溝帯

内 の 基盤地質 につ い て は ボーリ ン グ に よ る直接的 な資料

が幾つ か 得 られ て い るが
， それ に よ る と

， 先中新世基 盤

岩は約 700　一　1，see　m と一
定せ ず，

一
様な深度は見 られ

な い ．

　中部九州地溝東部 で は，北側 の領家変成岩 ・花こう岩，

南側 の 三 波川変成岩が 基盤 をなす （竹村 ほ か，1992） と

同 時 に これ ら と本 地 溝 は 断層で 接 して い る ．中〜西部 で

は 地 溝内基 盤 の 直接的資料 は ない が，上部白亜系御船層

群
・
姫 ノ 浦層群各相当層 ，白亜 紀花 こ う閃 緑 岩 ， 筑後変

成岩類が 断片的に 地表 に露出 して い る，本地溝の 北側 に

は 前述 の 花 こ う閃緑岩 ， 変成岩類 が まと まっ た 分 布 を示

す が
，
地 溝 と の 搆造的関係 は明 らかで な い ．本 地溝 の 南

側 で は 木山変成岩，上部白亜系御船層群 ・姫ノ浦層群 な

ど と こ の 地溝 とは 断層 で接 して い る と思 わ れ る．

　島原半島域 で は
， 雲仙地溝内 の 基盤 は古第三 紀坂 瀬川

層
・新第三 紀早崎玄武岩 ・更新世 ロ ノ 津層群などか らな

る と されて い る が （太 田，1987）， 更 に 広域 の 基盤地質

は不明 である．中部九州地溝の 北側 で は本地溝は古 第三

系 ・長崎変成岩類 と，南側 で は天 草 の 古第三 系 とそ れ ぞ

れ断層 で 接 して い る と考え ら れ る．

　こ れ ら先中新世基盤岩類 は北 か ら三 郡帯 ，領家帯 ，三

波川 帯
，
黒瀬 川 帯 な ど に属 し

，
こ れ らの 地質体 は 基本 的

に は NE −SW 方向の 臼杵
一

八代構造線 と平行な配列 を

示 して い る （Figs ．3，4），こ の よ うな構造特性 は 現 在 の

活構造区分 をも規制 して い る （千 田
，
1989）．

3．先中新世基盤中の堆積盆地 の 特性

　九 州 中 部 の 先 中 新世基 盤 岩層中に 記録 され た 主な堆積

盆地 は 白亜系地層群で 代表 され る もの で あ る（Fig．3）．

すなわち，臼杵
一

八 代構造線の 北 側 に SW −NE 方向 に 配

列す る白亜 紀小堆積盆地群 は 堆積心 （depocenter）を

順 次南西 か ら北東方向へ 移 しなが ら，そ れ に伴 い 堆積物

の 時代 も若 くな る 傾向 を示 す （Matsumoto
，
1978；

Okada ，1981）．

　こ れ らの 堆積盆地 は 北 東部 ほ ど half−graben 状 の 構

造 を示 す ．例 え ば
， 大分市 か ら臼 杵市 の 西方 に分布する

上 部白亜 系大野川層群 は南部 に堆積心が あ り，臼杵一八

代構造線 に 接す る の に 対 し
，
北 部 は不 整 合 で 下 位岩層 上

に乗 る ．こ の 傾向は
， 更 に東北方延長部 に 当た る 和泉層

群 に お い て 最 も顕著 で あ る （例 えば ，田 中，1965，
Tanaka ，1989），

東 シ ナ 海大陸棚 上の 堆積盆 地 の性格

　台湾海峡 か ら済州島に 至 る東 シ ナ 海大陸棚上 の 海底地

質は Emery 　et α1．（1969），　Wageman 　et 　al ．（1970）
ら に よっ て 全体像が 初 め て 示 され た．彼 ら は，広域的な

大構造 と して，東シ ナ 海海域 は 内側か ら，黄海海盆 ，朝

鮮半島南西 端か ら済州島 を経 て 長江河 口南方 の 舟 山諸 島

に 至 る福建
一
嶺南帯，台湾盆地，台湾一宍 道摺 曲帯 ， 沖

縄 トラ フ ，琉球褶曲帯 に 区分 さ れ る こ とを示 し
， 隆起帯

と沈降帯が 交互 す る こ と を明 らか に した．近年，主 に 中

国 ・台湾の 研究者 に よ っ て 本海域 の 地球物理学的 ・地質

学的研究資料 が 蓄積され，堆積盆地の 分布 と構造 ，堆積

物 の 性質な どが か な り明 ら か に さ れ て い る （Zhou 　et

α1．，
1989； McKnight 　and 　Chang ，1990； Graham ，

N 工工
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Fig ．3．　Map 　shQwing 七he　distribution　of 　Cretaceous 　and 　Paleogene　sedimentary 　basins 　in　Kyushu ．
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Fig.4.  Tectonic  model  showing  the basin development in Kyushu  during  the Cretaeeous (modified
 from  Sakai et al., 1992). Vertical ruling  pattern: pre-Cretaceous rocks,  +  marking  : gneissose  and

 granitic basement, v-marking:  igneous  activity,  lined dash: basin-fill sediments.

Fig. 5. Map  showing  the distribution of  the  East China Sea Basin (dotted) and  its divisions into sub-

 basins (adapted from  Zhou  et  al.,  1989). Horizontal ruling:  uplift  and  rise;  thick lines: faults,
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AUNE

Flg　6　 MaJQr 　strlke −sllp 　fault　systelns 　and 　the　dlstrlbutlon　of 　Cretaceous 　basms 　at 　the 　eastern 　margm

　of 　the　Aslan　contlnent （based　on 　Xu 　et α t
，
1989

，
Zhou 　et α 1

，
1989

， and 　others ）
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1991，な ど）．

1．地質構造 と堆積盆地 の 分布

　中国側 の 資料 で は，Emery 　et α 1，（1969），　 Wage −

man 　et α 1 ．（1970） ら の 福建
一

嶺 南 帯 は 浙 閲隆起帯

（Zhe −min 　Uplift） と
， 台湾一

宍道褶 曲帯 は 釣魚島

（Diaoyudao 　Uplift）（日本語で は魚釣島）隆起帯 と呼

ばれ て い るが ，こ こ で は 呼 び方 が 簡単 な 中国側 の 表示 に

従 っ て お く，

　こ れ ら両隆起帯の 間 は，更に東西 に 2分する構造帯 に

よ っ て 西側の 台北沈降列 （Taibei 　 Depression）と 東

側 の 浙東沈降列 （Zhedong　Depression ）に分 け ら れ

る （Fig ．5）．前 者 は 北 か ら Changjiang　 Basin ，

Qiantang　Basin （銭糖 盆 地 ），　 Oujiang　 Basin，

Minjiang　Basin （闔江 盆地）などの 小 堆積盆が 識別 さ

れ て い る．後者 は 北 か ら福 江 盆 地
，
Xihu　Basin （西 湖

盆 地 ），Jilong 　Basin に 分け ら れ る ．釣魚島隆起帯 の

東 か ら沖縄 トラ フ に 至 る陸棚縁 に は 陸 棚縁堆積盆地が 形

成 され て い る，こ れ らの 構造 配列は NNE −SSW 方 向を

示 し，朝鮮半島南部の 沃 川 褶 曲帯 （OgcheQn　Folded

Belt）の 方向 と調和的 で あ る．

　東 シ ナ海大陸棚 の 代表的な東西断面 は Fig ．7 に 示す

通 りで ある．こ れらの 地質断面か ら明らかな よ うに ，殆

ど常 に 互 い に 平行 な多数 の 展 張性 の 正断 層 が NNE −

SSW 方向 に 発 達す る と同時 に，全体 と し て ，　 ha！f−

graben 構造 が優勢で ある ．こ の 陥没構造は
一

般 に東側

が 落ち込み厚 く埋積されて い るの に対 して ，その 埋 積層

は 西方へ 急速 に薄化する．こ れらの 展張性正断層 の 活動

は 中生代後期 （ジ ュ ラ紀末）か ら中新世 まで続 き，更新

世 の堆積物 に覆わ れ る前に終了 して い る．こ の ような構

造運 動が half−graben の 形 成 に重要 な 働 き を して い る

と思 わ れ る ．

　 こ の 構造運動の 性格 と して 重要な こ と は，堆積盆地 の

形成が 大陸棚 の 西 方 ほ ど古 い 傾向が あ る こ とで あ る、す

なわ ち，台北 沈降帯 で は half−graben 状陥没盆 地 の 堆

積物 は ジ ュ ラ紀層が最も古い の に対 し
， 東側 の浙東沈降

帯 で は 白亜 紀 後期 の 堆積 層 か ら始 ま る ．更 に
， 台 北 沈 降

帯で は北 部の 堆積盆地 の 方が 南部 よ りも若 い 堆積物か ら

なる よ うに 思わ れ る．

　 こ れ らの 堆積盆地 の 基盤岩 は主 と して 原 生代変成岩 か

らなるが （Yu ，1991），広域的な地質構成は余 りはっ き

りして い な い ．

2，広域構造運動の 性格

　Yu （1991）に よ る と
， 東 シナ 海大 陸棚堆積 盆 地 の 構

造発達 は，次の 3段階が 識 別 さ れ る，即 ち
， （1）地 溝形

成期 （K ，
−E ，），（2）陥没期 （E ，

−NL ），（3）広域沈降期

（N 、−Q），これ らの 構 造 運 動 は
，
初 期 白亜 紀 末 の Jilong

Movement ，初期暁新世 の Yandang 　Movement ，暁新

世 末 の Oujiang　Movement ，始新 世 末 の Yuquan

Movement
，

中新世末 の Longjing　MQvement ，お よ

び鮮新世末〜
更新世 の沖縄 トラ フ 形成運 動 と して捉える

こ とが で きる ．

　Jilong　Movement が地溝形成 に 関与 してお り，右横

ずれ 断層の 活動が half−graben を発達 させた．こ の 断

層活動 は 台北沈降帯で はOujiang　 Movement ま で に 停

止 した の に対 し，東側 の 浙東沈降帯 で は始新世末 ま で 継

続 した．こ こ で は，上 部白亜系〜始新統堆積物が厚 く堆

積して い る，Yuquan 　Movement は広域的上昇 を引 き

起 こ し，中〜上部始新統 は広 く侵食 され ，漸新世〜中期

中新世 の 広 域 不 整 合 が 形 成 され た．この 後 ，
上 部 中 新統

〜第四紀堆積物が 下位 の 地層を広 く被覆 した．

　中新 世 末の Longjing　Movement は 沖縄 トラ フ の 拡

大効果 と して 浙束沈降帯 の 漸新〜
中新統に褶曲 と 逆 断層

を形成 した ．

考察： 東 シ ナ海堆積盆地 と中部九 州地 溝 との 関係

　中部九州地溝 の 基盤 を なす地質体 の 構造特性 と して 1

前 述 した よ うに，白亜紀堆積盆地 の 形成が half−graben
構造を基 に発達 して い る こ とが 挙げ ら れ る．この よ うな

構造的傾向は東シナ 海で も見られ た ．更に ，朝鮮半島で

も類似の 造構的特徴 が 見 られる．

　朝鮮半 島の 大構造 を規制す る 沃川構 造帯 に 平行 な

NNE −SSW 方 向 の 構 造線 の 西 側 に は ，一般 に half−

graben 状の 堆積盆 地 が 形成 さ れ て い る （Fig．5）．下

部 白亜 紀 Yongdong 　 Basin
， 同 じ く慶 尚 盆 地

（Gyeongsang 　Basin ＞ な ど が 典 型 的 な 例 で あ る ．

Yongdong 　Basin で は明 らかに その 南東側が断層 で 画

され て お り，そ の 横ず れ 運 動 に 伴 う pull−apart 　basin

と 見 られ て い る （Lee 　and 　Paik，1990； Lee　 et α 1．，

1991）．慶尚盆地 は非常 に大規模で ある が，基 本的 に 西

方 に 沿岸相 が 発 達 し
，
層 厚 は薄 い の に 対 し

，
東 側 に 堆積

心が あ る （Chang ，
1987）．対馬西側水道 に 確認 さ れ た

対馬
一五 島構造線 （桂，1992）が こ の 堆積盆地を構造的

に規制 して い る と思 わ れ る．従 っ て 慶尚盆地も明らか に

ha］f−graben 構造をなして い る．

　 こ れ ら朝鮮半島の 構造特性 は東 シ ナ 海に連続 してお り，

こ こ で ま と ま っ た堆積盆地 群 を作 っ て い る東シ ナ海盆地

は慶尚盆 地 に対比 さ れ る （Fig．6）．た だ し，東 シ ナ海

盆 地 は 多数 の half−graben 小 盆 地 の 複合 体 で あ る
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Ouiiang 　 Basin Minjlang　 Basin Jllong　BaBin
Diaoyudao

　 Uplift　　km
　 　 　 　 O

［1。
SE

CRETAC ［…OUS −PALEOGENE 　BASINS 　IN　THE 　SOUTHERN 　EAS τ CH ：NA 　SEA

　　　　 K 二Cretaceous，丁：Paleegene，　N：Ngoge 爬 ，　Q ：Qua 量emary

Fig ．7．　A 　representative 　section 　at　the　sou 七hern　East　China　Sea　showing 七he　development　of 　half−graben

　structures （adapted 　frorn　Zhou　eオ α Z．，1989）．　 Do むted　part　is　the　basement．

（Fig．7），

　以上 の 事実か ら，中部九州地溝の 基盤構造は ア ジ ア 大

陸東縁部 と一
連 で あ り，

互 い に 共通 した構造的特徴を示

し て い る こ とが わ か る．と く に ，堆積盆 地 は一般 に

half−graben 構造 を呈 し て い る．こ の よ うな構造 を作

る機構 と して は
，

こ れ らの 堆積盆地が常 に横ず れ 断層 を

伴 っ て お り，堆積同時性 の 構造活動を示す こ とが多 い こ

とか ら，横ず れ 断層運動 と密接な関係があ る．こ れ ら堆

積盆地 の多くは そ の 形成 が pull−apart 　process に よる

もの と思われ る が （例えば，Tanaka ，1989； Lee　and

Paik
，
1990；Lee 　e‘ 砿

，
1991＞，

慶 尚盆 地 の よ うな規模

の 大きい もの は 堆積同時性 の 火成活動 に よ る 陥没性構造

が 関与 した 可能性が強 い （Murakami ，1974； Chang ，

1987）．

　中部九州地溝は こ の よ うな古 い 基盤構造 を反映 した 新

期の 陥没性構造 と い える．
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（要　旨 ）

　岡 田 博 有 ，1993，東 シ ナ 海堆 積 盆 地 と 中部九州 地溝 ．地 質学 論集 ，41，163 − 173．（OKADA ，　 H ．，1993，

　　Relationship 　between　sedimentary 　basins 　on 　the　8helf 　area 　in　the 　East 　China 　Sea 　and 　the 　Central

　　Kyushu 　Rift　Valley．　 Mem ．　 Geol．　 Soc．　 Jap α n ，41．163− 173）

　　　松 本 （1979）に よ っ て提 唱 され た別 府 島 原 地 溝 を こ こ で は 中 部 九 州 地 溝 と呼 ぶ ．本構 造 は沖 縄 トラ フ と 密 接

　　な成因的並 び に構造発達上 の 関係が ある が
， 東シ ナ 海陸棚上 の 堆積 盆 地 とは一

見何 の 関係 も無 い ように見える．

　　しか し，中部 九 州地 溝の 基盤 地 質の 構造上 の特徴 を見 る と，多くの 点 で東 シ ナ海や 朝鮮半島 と共通性 が 認 め ら

　　 れ る ，

　　　中部九州 の 基盤地質の 最も重要な特徴 は，（1）先中新世堆積盆地が平行配列 を示す主断層 と密接な関係 を以

　　て 発達す る こ と，（2） こ れ らの 堆積盆地 は 断層側 に堆積心を持 ち，南東へ 傾斜す る 基盤、E一の half−graben 構

　　造 を示す こ と，である．こ れ らの 特徴は
， 東 シ ナ 海や朝鮮半島の 後期中生 代

〜漸新世堆積盆 地 の 構造 と も共通

　　して お り，それ ら も一般 に横ず れ 断層 を伴 っ て い る．

　　　従 っ て
，

こ の よ うな基 本構造が 中新世初期 に 中部九 州地 溝 の graven 状構造 を発達 させ た遠因 に な っ て い る

　　 と思われ る．
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